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令和５年３月 31日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立相模原弥栄高等学校長  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 14日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①４学科の新教
育課程を適切
に進行管理す
るとともに、
各学科策定の
教育課程を円
滑 に 推 進 す
る。 

②国際科・理数
科を引き継ぐ
普通科として
外国語教育や
理数教育を重
視した教育を
行 う と と も
に、専門学科
との融合によ
る生徒の学力
向上を図る。 

③外国につなが
る生徒の支援
体制を充実さ
せる。 

①指導と評価の一
体化や効果的なＩ
ＣＴの利活用と
「協働的な学び」
とともに「個別最
適な学び」を充実
させ「授業の最適
化」を図る。令和
４年度教育課程を
改善し、令和５年
度の教育課程を編
成する。 
②総合的な探究の
時間や理数探究基
礎、学術研究、表
現活動等教育活動
全般を通して、
STEAM 教育を推進
する。 
②普通科において
理数教育や外国語
教育の充実を図
る。 
③外国につながり
のある生徒に対す
る組織的な支援の
充実を図る。 

①生徒の学習の成果を的
確に捉え、授業改善につ
なげるため、課題・情報
の共有と研究を進める。 
また令和４年度教育課程
を実施していく中で検証
を行い令和５年度教育課
程の改善・充実を図る。 
②全ての教科・科目にお
いてSTEAM教育の視点をも
って授業づくりに取り組
む。 
②他県の推進校を訪問し
て、自校の取組に活かす
とともに、研究指定校と
して 10 月頃に公開研究授
業を実施する。 
③多文化共生教育推進チ
ームを中心に、全校で情
報共有や研修を行うとと
もに、多文化教育コーデ
ィネーターや学習支援員
と協力しながら放課後学
習教室等の必要な支援を
企画・運営する。 
③CEMLA スクール主管校と
して、運営協議会参加各
校と連携しながらスクー
ルの活性化に努める。 

①生徒による授業評価の項
目１（授業の在り方につい
て）における「４かなり当
てはまる」の回答率が 40％
以上となったか。 
②各教科・科目の基礎・基
本を根底としたうえで、将
来の社会生活で役立つ応用
力を培う方途の一つとし
て、学科・教科・科目の枠
を越え教科横断的な授業づ
くりができたか。 
②校内の情報共有を図り
STEAM 教育の研究を推進で
きたか。 
③多くの教員が放課後学習
教室や研修、CEMLA スクー
ルの取組に関わるととも
に、校内で外国につながる
生徒についての情報共有と
積極的な支援が十分にでき
たか。 
③多文化共生教育推進チー
ムを中心に CEMLA スクール
の運営を積極的に行うこと
ができたか。 
 

①２回の調査で 40％以上
だった教科は地理歴史、
保健体育、芸術のみであ
る。 
①音楽科、美術科の令和
５年度以降の教育課程を
見直した。 
②STEAM 教育の視点をもっ
て教科横断的・縦断的な
授業づくりや４学科のコ
ラボ授業に取り組んだ。
その授業を公開研究授業
として実施した。 
②経済産業省と放送大学
教授による講演会を実施
しSTEAM教育への理解を深
めた。 
③多くの教員が、CEMLA ス
クールの取組に関わると
ともに校内で人権研修の
テーマに在県・帰国生徒
に関して取組み、情報共
有ができた。 
③多文化共生教育推進チ
ームを中心にCEMLAスクー
ルの運営を積極的に行う
ことができた。 

①２回目の調査では評価
４の回答率が多くの項目
で減少しているので、原
因を分析し、授業改善を
図る。また、授業評価の
実施方法を見直す。 
①各学科の教育過程の共
通化が進んだので、学校
として一体感をもって授
業を行っていく。 
②来年度は、STEAM 教育に
組織的に取り組み、独自
に開発した探究活動の手
引きを活用して研究を推
進したい。 
③多様な生徒に対して効
率よく学習支援できるか
が課題である。 
③学校全体だけでなく、
年次ごとに主体的に対応
できるシステムを構築す
る。 

①４学科の教育課
程の共通化が図ら
れたことは大きな
成果となる改革で
ある。 
③学校の教育活動
が新型コロナウイ
ルス感染症による
影響前の状況に戻
りつつある中、
CEMLA スクールの
復活は評価でき
る。 

①４学科の教育
課程の共通化を
進めたことは成
果と言える。こ
のことを学科融
合の推進につな
げ る 必 要 が あ
る。 
②STEAM教育の視
点をもった取組
ができた。令和
５年度は、生徒
の探究活動への
支援を組織的に
取り組む必要が
ある。 
③CEMLAスクール
の取組では４月
当初学習者 2 名
から、年間で延
べ 606 名の学習
者となり、ボラ
ンティア・スタ
ッフは 542 名が
関わることがで
きた。 

①学科融合型ホ
ームルームの推
進のため、グル
ープ、学科等を
中心に組織的な
検討を進める。 
②STEAM教育研究
推進校２年目の
取組を組織的な
ものとする。 
②教科横断、探 
究活動は「総合
的な探究の時間 
」を基幹として
全ての教育課程
を通して取り組
む。 
③外国につなが
りのある生徒を
はじめとした多
様な生徒が増え
る中、多文化共
生チームを主体
とした組織的な
取組とする。 

２ 
生徒指導・
支援 

①特別活動や部
活動の一層の
活 性 化 め ざ
し 、豊かな
人間性と社会
性の涵養を図
る。 

②生徒一人ひと
りに対してき
め細やかな支
援や指導によ
り、心身の健
全な育成をめ
ざす。 

①学科を超えた生
徒の主体的な特別
活動の充実を図る
とともに、規律あ
る部活動を支援す
る。 
②生徒の安心・安
全な学校生活を支
援する。また、地
域とともにある交
通安全教育を推進
する。 
②間髪入れぬ教育
相談体制の充実を
図る。 

①生徒の主体的な活動に
より各行事においては実
行委員会を充実させ4学科
融合による相乗効果を図
る。特に SAGM Synergy
（学科別学習発表会）に
ついてはSTEAM教育の柱と
して学科間の交流を深め
る行事として確立させ
る。 
①適切な部活動指導のた
め、顧問間の連携により
計画･運営に努め、生徒の
主体的な活動として、実
績･成果をあげる。 
②教育相談体制をさらに
充実したものとする。 
②交通安全指導の啓蒙活
動としてスケアード・ス
トレイト方式の交通安全
教室を実施する。 
 

①WE FES生徒実行委員会は
主体的な活動で文化の部、
体育の部の充実を図れた
か。また、SAGM Synergyは
生徒が主体となって活動し
目標に向けた意義ある行事
として確立できたか。 
①部活動の運営に顧問間の
連携は図れたか。その上で
生徒が主体となって部活動
の実績･成果はあげられた
か。 
②生徒情報を共有するケー
ス会議等を通して組織的な
教育相談体制を構築できた
か。 
②教育相談担当を中心に、
年次・担任、ＳＣ、ＳＳＷ
家庭等、緊密な情報共有に
努め組織的な教育相談体制
の充実を図れたか。 
②スケアード・ストレイト
方式の交通安全教室を実施
等により交通安全指導にお
ける生徒への啓蒙活動とな
ったか。 
 

①生徒実行委員会の活動
が活性化したことにより
各行事の充実が図られ
た。 
①生徒が主体となって活
動し運動部・文化部とも
に活躍し関東、全国大会
等で好成績をあげた。ま
た、かながわ部活ドリー
ム大賞のスポーツ賞・文
化賞・各個人賞を受賞し
た。 
②教育相談担当を中心
に、各年次での組織的な
支援体制が構築されてい
る。 
②ケース会議を随時開
催、情報共有をし、支援
の必要な生徒にサポート
チームを立ち上げた。 
②交通安全教室、路上で
の交通指導を実施した。
事案等に対して随時注意
喚起を促し、交通安全の
徹底を図った。 

①各生徒実行委員会が行
事の企画・運営の細部に
わたり、生徒が主体的に
行えるよう引き続き支援
する。 
①部活動において、普通
科生徒の積極的参加を促
し、継続して活動実績が
あげられるよう活性化を
めざす。また運営面で安
全で計画的な活動を構築
するために顧問間の連携
を図る。 
②事故・問題行動を等の
発生を未然に防止するた
め積極的な生徒指導を目
指す。 
②課題を抱える生徒へよ
り一層の早期対応と予防
的な手立て、綿密な情報
交換や連携による教育相
談体制を構築する。 

①部活動では文化
部、運動部ともに
活躍し成果をあげ
ていることが分か
る。 
①部活動における
相模原中央支援学
校との生徒同士の
交流活動について
も新型コロナウイ
ルス感染症の影響
前の取組を復活さ
せて欲しい。 
②スケアード・ス
トレイト方式の交
通安全教室は実体
験が伴うものなの
で、生徒の安全教
育にとって有益で
ある。 

①生徒が主体と
なって生徒会の
委員会組織を改
編 で き た こ と
は、自主的な生
徒の取組として
評価できる。 
①かながわ部活
ドリーム大賞の
スポーツ賞・文
化賞・各個人賞
を受賞は、次年
度の教育活動の
充実に向けて励
みになる成果で
ある。 
②生徒の登下校
時の自転車マナ
ーには、近隣住
民の方からご指
摘があり、自転
車を含めた交通
事故の件数減は
喫緊の課題であ
る。 

①令和５年度も
引き続き生徒の
特別活動を支援
する。また、学
習活動同様に特
別活動において
も探究的視点を
もって活動の充
実を図る。 
②令和５年度は
相模原地区交通
安全高校生・Ｐ
ＴＡ大会の担当
校として、スケ
アード・ストレ
イト方式の交通
安全の取組など
生徒や保護者の
取組を地域に発
信しより一層の
交通安全教育を
推進する。 
②教育相談体制
の手順を精査し
遅延なく生徒対
応に備える。 
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３ 
進路指導・
支援 

①各学科の特色
ある教育を基
に、生徒一人
ひとりの個性
や能力を伸ば
し、国公立・
難関私立大学
への進学をめ
ざす。 

②特に専門学科
においては、
専門課程にふ
さわしいキャ
リア教育によ
り支援してい
く。 

①大学入試改革の
動向や上級教育学
校の情報収集を踏
まえた上で、生徒
の進路実現を図
る。 
②生徒のキャリア
パスポートの活用
等により、「総合
的な探究の時間」
の学習の充実を図
り、生徒の分析的
で主体的な進路選
択を支援する。 

①生徒・保護者等にとど
まらず、教職員への情報
の周知を図る。 
②「総合的な学習の時
間」等の中でキャリアパ
スポートを活用し、さら
にSTEAM教育との関係性を
明確化する。 

①周知の機会をどのように
持てたか。また、周知の内
容が適切だったか。 
②キャリアパスポートの具
体的な利用方法の検証と
「総合的な探究の時間」の
STEAM 教育の全体像の中で
の位置付けが明確化できた
か。 
②面接指導、小論文指導、
補習等の充実により進路指
導の充実が図れたか。 

①「進路だより」、保護
者対象進路説明会、各年
次単位の進路説明会に
て、最新の進路情報の周
知を図った。 
②「総合的な探究の時
間」とSTEAM教育との関係
性の明確化はいまだ不十
分である。 

①周知の機会及び方法は
適切であった。ただし、
ホームページの活用が不
十分であった。 
②「総合的な探究の時
間」と STEAM教育との関係
性の検討し整理する。ま
た、キャリアパスポート
への教員の関心を高める
必要がある。 
②進路指導の充実につい
ては、面接・小論文等の
指導は図れたが、補習・
講習については十分とは
言えなかった。 

①生徒の進路実績
の伸長を評価した
い。進路情報の周
知がその一因と考
えられる。 
②生徒の進路状況
の振り返りは各学
科で行われている
と考えるので、そ
れをキャリアパス
ポートに結び付け
るとよい。 

①生徒の進路実
現のための支援
に 成 果 が 表 れ
た。それが進路
実績の伸長とな
った。 
②キャリアパス
ポートの具体的
な利活用の方法
を確立していく
ことが課題であ
る。 

①今後も生徒や
保護者に最新の
進路情報の周知
を 図 る と と も
に、きめ細やか
な進路支援を行
う。 
②STEAM教育の視
点をもった探究
活動で用いる本
校独自教材にキ
ャリアパスポー
トの機能を位置
付ける。 
②教職員による
補習・講習を増
やすとともに、
英語検定等の外
部テストの機会
を増やす。 

４ 
地域等との
協働 

①地域の小・中
学校・特別支
援学校・大学
や教育機関等
とより一層の
連携を図る。 

②地域との協働
的活動を推進
し、生徒全体
の地域貢献意
識の向上を図
り、地域に愛
され、信頼さ
れる学校づく
りを行う。 

①地域の中で学ぶ
生徒の自己有用感
を育むために、多
くの関係機関と連
携するとともに、
地域貢献活動を通
して地域とともに
地域に生きる健全
な生徒の育成をめ
ざす。 
②生徒の教育活動
の周知のため、学
校ホームページ等
の広報活動の充実
を図る。中学生や
その保護者向けに
音楽科の広報活動
を工夫する。また
学校行事等の保護
者向けの情報発信
の機会を増やす。 

①部活動などを通して地
域貢献活動を実施する。 
①近隣美術大学等との連
携を深め地域に貢献する
活動に取り組むことで、
自己有用感をはぐくむ。
また、 
②生徒の活動や連絡事項
をホームページに素早く
掲載できる体制を構築す
ることに努め、ホームペ
ージを活性化する。 

①部活動など通して、近隣
の公民館、小学校・中学
校・特別支援学校との連携
を行うことができたか。 
①近隣美術大学との連携を
深められたか。また、地域
貢献活動を実施できたか。 
②学校ホームページのタイ
ムリーな記事掲載を実施で
きたか。保護者や中学生の
ニーズに応えられるよう学
校ホームページを充実でき
たか。 
②学校説明会や弥栄トリニ
ティの充実により地域・中
学生等に対し情報発信でき
たか。 

①弥栄トリニティ等の機
会を通じて、近隣の小学
校、中学校との連携を行
った。また、美術大学と
の連携事業も実施した。 
②学校ホームページ掲載
を素早く行った。説明会
等の内容の充実を図るた
めに、情報発信の体制を
整えた。 
②学校説明会や部活動体
験等の実施により、地
域・中学生等に対し情報
発信できた。 

①部活動を活性化し、近
隣の小学校、中学校との
連携の強化を図る。美術
大学との連携についても
経験を積み重ね深化させ
る。 
②学校ホームページの内
容の充実や迅速な掲載に
向けて体制を構築する。
学校説明会等についても
内容を整理し、より良い
発信を行う。 

①中学校の生徒は
弥栄トリニティの
取組を大変楽しみ
にしている。この
地域には小学校、
中学校、高等学校
が隣接している。
今後とも３校の連
携を深めていきた
い。 
②部活動を通した
中学生と高校生と
の交流は、中学生
にとっては高校理
解につながる貴重
な体験と言える。 

①弥栄トリニテ
ィでは弥栄中学
校との連携がで
きた。今後は他
の連携について
も検討したい。 
②学校説明会や
オープンスクー
ル等の取組に注
力した。またコ
ロナ禍による部
活動体験が不可
能となった代替
に秋の中学校訪
問を実施した。 
中学生の高等学
校での体験活動
の充実が求めら
れている。 

①部活動などを
通して近隣との
連携の充実を図
る。 
②中学生の本校
の教育活動での
体 験 を 実 現 す
る。 
②学校ホームペ
ージの充実を図
る。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①緊急時に対応
できる防災教
育・安全教育
を学校全体で
推進する。 

②効率的な業務
の整備により
事故・不祥事
防止を図る。 

③長時間勤務を
是正したワー
ク・ライフ・
バランスの実
現を通して教
職員自らの人
間性や創造性
を高め、資質
向 上 に 努 め
る。 

①教職員と生徒、
地域の一体的な防
災体制や危機管理
マニュアルを整理
精選しより良く改
善する。 
②業務の進行表に
照らして、教科外
指導・部活動指導
や学校運営の業務
を各教職員が管理
するとともに、事
故・不祥事防止に
努める。 
③教職員の働き方
改革を推進し、長
時間勤務を是正し
組織的な学校運営
と校務の効率化を
図る。 

①担当者を中心に、防災
マニュアル、危機管理マ
ニュアルを、本校の実情
に即したものとなるよう
見直す。 
①感染対策も含め、安全
性に留意した避難行動が
とれるよう、防災訓練の
方法を工夫する。 
②昨年度設置した不祥事
防止会議の機能をいかし
て、事故防止研修に取組
み、事故・不祥事を未然
に防止する。 
③全職員がタイムマネジ
メントに努め長時間勤務
を改善する。 

①防災マニュアル、危機管
理マニュアルを改訂するこ
とができたか。 
①従来の方法に加え、防災
や安全に対する意識を高め
るような防災訓練を計画・
実施することができたか。 
②日常業務に起こり得る業
務上の課題に対し、不祥事
防止会議を活用して問題解
決に向けた建設的な改善策
を見出すことができたか。 
③全職員が自らの業務の進
行管理に努めるとともに教
材の共有化や ICT 活用によ
る業務の効率化等により、
長時間勤務を改善できた
か。 
③自らの心身のバランスに
不安を覚えた際は、管理職
や産業医の活用等により早
期対応ができたか。 

①防災マニュアルを早期
に作成・配付することが
できた。 
①職員対象防災訓練で指
摘のあった危険個所につ
いて関係部署に注意喚起
し、改善を図った。 
②定期的に不祥事防止会
議を催して、日常的な事
故防止に努めた。 
③勤務時間管理システム
を活用し、時間外在校時
間が長時間に及ぶ職員に
は注意喚起を行った。ま
た、業務アシスタントの
協力により、事務作業や
授業準備を効率的に進め
ることができた。 
③業務や情報の共有化に
よって休暇を取得しやす
い環境づくりを進めた。 

①危機管理マニュアルに
ついては、従来、各グル
ープで作成していたもの
のうち関係する部分を統
合し、早急に改訂する。 
①感染症対策のため生徒
対象防災訓練を各教室で
実施しているが、実際の
避難も含めた効果的な訓
練の実施を検討したい。
また、地域の防災訓練へ
の参加も、可能な範囲で
呼びかける。 
②不祥事防止会議の機能
を活かし、不祥事の未然
防止、早期発見及び再発
防止に努める。 
③産業医との面談や健康
診断結果の活用等によっ
て休暇取得を促進する。 

①学校管理の観点
から自習室などを
整え、生徒の学習
環境を整備するこ
とは有益である。 
②③教職員の働き
方改革の取組は不
祥事防止につなが
る。例えば保護者
からの欠席連絡等
にＩＣＴを利活用
することで職員の
業務軽減になる。 

①校内の教育環
境整備の観点か
らホームルーム
教室の無線アク
セスポイント整
備、自習室の整
備などの成果が
認められた。無
線アクセスポイ
ントの完全整備
に向けて今後も
取り組む必要が
ある。 
②③時間外や休
日勤務が超過傾
向にある教職員
の業務軽減をめ
ざ す 必 要 が あ
る。 

①令和５年度は
全ホームルーム
教室に加え、未
だ設置されてい
ない特別教室の
無線アクセスポ
イントの整備を
実現させる。 
①防災の観点か
ら施設・設備の
整備を図る。 
②③服務管理、
成績処理等不祥
事防止会議の機
能をいかし事故
の未然防止に努
める。 
③教職員の時間
外や休日勤務が
超過しないよう
啓 発 に 取 り 組
む。   


